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企画ダム対策課　移住定住推進室 ☎６２−０５１４　☎０１２０−０６０−５１４問い合わせ先

空家・空地バンク制度

町有地の分譲（一坪1万円）

　空家・空地を「貸したい、売りたい人」と「借りたい、買いたい人」とのマッチングを行う制度です。

　平成30年度は５世帯（11名）の方がこの制度を利用し、町外から移住されました。

田口高校魅力化
　平成30年度は、田口高校魅力化支援について、名古屋大学学術コンサルティング委託により北

設楽郡３町村が連携して取り組みを進めました。

　その内容は、田口高校を魅力化する今後の方

向性を考えるために、林業科の紹介パンフレッ

トを作成するとともに、関係機関へのヒヤリン

グとアンケート調査を実施しました。

　その他、田口高校生資格等取得支援事業では、

15名に対し助成を行い、北設楽郡３町村と田口

高校共催による３回目のお仕事フェアを昨年７

月に開催しました。

仕事づくり
●設楽町スモールビジネス研究会（仮称）企画運営

　町内の起業者や住民主体のプロジェクトをつなぎ、活発化させることで、お互いがお互いを

支援し、地域で暮らしながら、本業や子育ての間にできる小さな仕事（＝スモールビジネス）を

作っていくことを目的として会を起ち上げました。

大学連携事業
●愛知県立大学との連携事業

　移住定住に関する公的サポート（補助金）利用者へのヒヤリングとアンケート調査を実施し、

こうした公的サポートが、移住・定住の意向や設楽町で生活し続けることにどのように関連し

ているのかについて検証を行いました。

●中京大学との連携

　田口地区を実際に歩いて現状を把握し、大学生（若者）

の目線による町の活性化についての事業提案をしてい

ただきました。

●愛知淑徳大学との連携

　ボランティアサークル『きらきら☆したら』が田峯区

と繋がりを持ち、伝統芸能である田峯田楽や歌舞伎な

どのお手伝いを通して地域の暮らしを学び、名古屋市にある大学へ持ち帰って田峯区の紹介を

行いました。若者定住のための主な助成制度
●設楽町若者定住促進住宅補助金（新築住宅を建てる時に上限500万円の助成）

　※令和３年２月末までに建築し、居住する方が対象となります。

　　補助金交付件数　４件

●後継者育成基金貸付：住宅を建てる時、増改築する時、中古住宅を取得する時に上限300万円

までの無利子貸付

　　住宅改造資金と新築・増築資金　３件

●修学資金貸付：高校の下宿代など月額３万円の無利子貸付

　　貸与者数　７名

●空家・空店舗改修補助金：空家バンクの登録物件の改修に係る費用の

　１／２（上限50万円）の助成

　　一般タイプの補助金交付件数　１件

　平成30年度に残り４区画（中島分譲地、小木山分譲地２区画、折地分譲地）の契約が成立し、全

11区画が完売となりました。

平成平成30年度移年度移住 定住対策の報定住対策の報告平成平成30年度移年度移住 定住対策の報定住対策の報告平成30年度移住 定住対策の報告
　町では、総合戦略に基づき、毎年町外からの10世帯の移住者を受け入れ

　今後も地域の方々と協力し、子どもの声が響く地域であり続けるための

　ここでは、平成30年度中に取り組んだ事業について報告します。

※各種助成制度について、詳しいことを知りたい場合は、問い合わせ先へお願いします。

ることを目標に、住む場所、仕事などの情報提供を行っています。

施策を進めていきます。
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東三河消費生活設楽相談室からのお知らせ

産業課　☎（６２）０５２７問い合わせ先

　東三河消費生活設楽相談室　毎月第２水曜日　10時～15時
　　☎（６２）０５２７
★上記期間以外
　東三河消費生活総合センター　毎週月～金曜日　９時～16時30分
　　☎０５３２（５１）２３０５

■「商品をSNSで宣伝すると報酬がもらえる」という儲け話に御注意！■
　愛知県と市町村の消費生活相談窓口には、「インターネット通販サイトで商品などを購入し、
その商品などについてＳＮＳで宣伝すると商品購入代金が支払われるほか、報酬などの収入
がある」といった儲け話に関する相談が寄せられています。

〇特徴
・知人などを通じて、「化粧品など指定された商品を通販サイトで購入し、自身のＳＮＳで宣
伝すれば、広告料として、商品購入代金や報酬などを支払います」と勧誘があります。
・通常、１回目は商品の購入代金等が全額支払われますが、信用して、
額を増額して購入した２回目以降に、事業者と連絡が取れなくなり、
多額の支払いや借金が残るケースが多くなっています。

〇アドバイス
・「簡単に儲かる」といったうまい話はありません。セールストークを鵜
呑みにせず、慎重に判断しましょう。
・どのようにして利益が生まれ、報酬が支払われるのか、その仕組みがよくわからない場合
には、勧められるがままに多額の商品を購入することはやめましょう。
・契約トラブルに遭ったり、不審や疑問に思った場合は、県またはお住まいの市町村の消費
生活相談窓口に早めに相談しましょう。

困った時は
スグ相談！
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ヤマビルにご注意ください！
　活動時期：５月～11月頃、雨中雨後の蒸暑い日は特に活動が活発です。

人や動物の体温や
吐く息に反応し、
尺取虫のように接近、
吸着、吸血します。

①吸血されないために

　まず、サンダルや素足では

歩かないようにしましょう。

　足下を中心に、靴や衣類に

虫除けスプレーを塗布します。

靴・靴下に直接、塩や飽和食

塩水をすり込むことも効果が

あります。

　無理に除去すると、皮膚を

損傷する場合があります。

　落ち着いて、塩や食塩水を

直接ヤマビルにふりかけます。

虫除けスプレー、タバコの火

や煙、木酢液、アルコール、

ハッカ油も効果があります。

　吸血時に「ヒルジン」という物

質を出すため、痛みを感じず、

傷口から出血が続きます。血と

一緒にヒルジンを押し出すよう

にすると治癒が早いようです。

　その後虫さされ軟膏を塗布し、

絆創膏で保護してください。

　ヤマビルは吸血後１か月程度

で１〜９個の卵のうを産みます。

さらに１か月後ひとつの卵のう

から１〜８個体の子ビルが誕生

します。

　ヤマビルをこれ以上増やさな

いために、吸血されたら必ず退

治してください。

②付着・吸血されたら ③その後必ず退治！ ④傷跡はどうするの？

中部電力からのご案内とお願い
停電情報配信サービス

 「きずなネット」について（ご案内）

　「きずなネット」アプリ（無料）で、停電情報をプッシュ

通知で受け取ることができます。また、お天気情報や、

地震・津波情報など、暮らしに役立つ便利な情報も配

信しています。

◆停電情報

　設定した地域で停電が発生した際にお知らせします。

（提供エリア：愛知・岐阜・三重・静岡・長野）

※複数地域の設定も可能で、離れて暮らす家族の地域

　情報も見ることができます。

◆お天気情報

　各地の天気予報、気象情報を

お知らせします。

　感電災害に注意してください（お願い）

◆切れた電線には絶対に触れないで！
　台風や大雨・強風時は、倒木などで電線が切れる場

合があります。切れた電線には、電気が流れているこ

とがあり大変危険ですので、電線には絶対に触れず、

すぐに中部電力へ連絡してください。

◆電線に掛かった木を自分で撤去しないで！
　倒れた木が、電線に掛かることがあります。電線に

掛かった木には電気が流れていることがあり、自分で

木を撤去しようとすると、大変危険です。電線に掛か

った木には絶対に触れず、すぐに中部電力へ連絡して

ください。

◆電線へ伐倒させない措置を確実に！

　伐木作業時、電線へ倒木をさせると大変危険ですの

で、けん引具の使用など安全措置を確実に行ってくだ

さい。また、電線には目印のカバーをつけることがで

きますので、事前に中部電力へ相談してください。

中部電力株式会社新城営業所問い合わせ先

◎きずなネットについて　☎0120（985）631　　◎断線、倒木情報について　☎0120（985）232

登録はこちら⇒



6

　成年後見制度とは、認知症、知的障害などの理

由で判断能力が十分ではないご本人について、ご

本人の権利を守る援助者（後見人等）を選び、ご本

人を法律的に支援する制度です。

　ご本人の判断能力の程度の

確認のための重要な資料とし

て診断書が活用されています。

利用者がメリットを実感できる成年後見制度にするために

〜　診断書書式の改定と「本人情報シート」の導入　〜

1 成年後見制度とは？

　財産管理能力の確認に偏り過ぎていた判断能力についての診断書の記載をより的確な表現にす

るとともに、判定の根拠を具体的に記載する欄を設けました。これにより、判断能力の程度を一

層的確に確認できます。

　成年後見制度の利用者数（※各年の12月末日時点）

新たな運用によって

成年後見制度について詳しく知りたい方は、裁判所ウェブサイト内の

「後見ポータルサイト（http://www.courts.go.jp/koukenp/）」を御覧ください。

より的確な判断能力の判定
より適切な後見人等の選任　が可能に

ご本人の実情に合った
よりきめ細かな支援が実現

2 裁判所の取組（平成31年４月より運用開始）

診断書書式の改定

　福祉担当者が、ご本人についての日常の生活においてできることや支援が必要なことなどを記

載する「本人情報シート」の書式を作成しました。このシートは、手続のさまざまな場面で資料と

して活用されます。

本人情報シートの導入

184,670 191,335
203,551

210,290
218,142

（人）

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

後見

補佐

補助

任意
後見

後見類型の利用者が８割後見類型の利用者が８割後見類型の利用者が８割

１　申立ての検討

適切な支援方法の検討と
　候補者の選定が可能に

支援内容等の検討資料

中核機関

より的確な診断書の
　　　　　作成が可能に

診断書作成の補助資料

医師

２　申立ての準備 ３　後見人の選任

より適切な後見人の
　　　　　選任が可能に

本人の判断能力と
後見人選定の検討資料
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西　浦　温　泉
パ ー ム ビ ー チ

三河大島海水浴場

茶 臼 山 高 原

蒲 郡 駅 前 、 　
竹 島 埠 頭 周 辺

道の駅
アグリステーション

なぐら前広場

東栄町体験交流館
のき山学校周辺
大 千 瀬 川 周 辺

桜　淵　公　園

豊 川 市 野 球 場

田原市
伊 良 湖 岬 一 帯

豊　橋　球　場
（豊橋公園内）

東 栄 町 野 球 場

市 町 村
イ ベ ン ト 名 日　　時 場　　所 内　　　容 問い合わせ先

ほの国イベント情報（7月〜9月）ほの国イベント情報（7月〜9月）

西浦温泉パームビーチは海水浴と温泉が

楽しめる海水浴場。三河大島は、無人島

でのリゾート気分を満喫できる海水浴場。

標高1,200ｍの爽やかな高原で、ますつか

み、カヌー体験など、親子で楽しめる楽

しいイベントを開催します。

27日は蒲郡駅から竹島ふ頭周辺にかけて

各種イベントや屋台が開かれ、28日は正

三尺玉が上がる納涼花火大会が行われる。

採れたての農産物や地元食材を使った特

産品を中心に“したら”の美味いモノが並

びます。

東栄町の山遊びを満喫！「山フェスin東

栄町」を開催します。

新城市の４大イベントの１つである納涼

花火大会は、山間に響き渡る炸裂音と水

面に写る銀滝が見所の一つです。

市内各連区の神社に伝承されている伝統

の手筒煙火を一同に会して放揚するもの。

打上げ煙火、仕掛煙火も楽しめます。

スイム・バイク・ランの３種の競技で速

さを競う、鉄人レース。伊良湖岬の美し

い景色を楽しめるのも大会の魅力です。

東三河の代表的な伝統芸能「手筒花火」の

荘厳な炎が放つ迫力とスケール感を体感

できるイベントです。

星空と森、東栄町の最高のロケーション

で行う音楽イベントです。音楽と雄大な

自然を楽しみませんか。

７月１日㈪〜　
　　８月31日㈯

７月13日㈯〜　
　　９月１日㈰

７月27日㈯
７月28日㈰

７月27日㈯
７月28日㈰

①７月28日㈰　　　　
　８月11日㈰　　　　
②８月３日㈯〜４日㈰
③８月25日㈰　他　　

８月13日㈫

８月24日㈯
（荒天の場合は　　　　
　　　翌25日㈰に順延）

９月８日㈰

９月14日㈯
９月15日㈰

９月21日㈯

有料広告

蒲郡市役所　観光商工課
☎0533（66）1120

一財）茶臼山高原協会
☎0536（87）2345

蒲郡まつり実行委員会
☎0533（66）1120

東栄町役場振興課
☎0536（76）0502

　※イベント毎にお申し込み先が異なります。

新城市観光協会
☎0536（29）0829

豊川手筒まつり実行委員会
（豊川商工会議所内）

☎0533（86）4101

トライアスロン伊良湖大会
実行委員会事務局
☎0531（23）3531

炎の祭典実行委員会
（豊橋商工会議所内）

☎0532（53）7211

星空おんがく祭実行委員会
　事務局（東栄町役場振興課）

☎0536（76）0502

奥三河まんぷく祭り実行委員会事務局
☎090（4864）3464

設楽町観光協会　☎0536（62）1000

※財源確保を目的に有料広告を掲載しています。広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、取扱商品などについては、町が必ずしも推奨するものではありません。
　内容については、直接広告主へお問い合わせください。

名古屋港木材倉庫は平成22年より山の資源である
「間伐材」を用いた事業を展開しはじめました
収集した木材は梱包材・パルプチップに再生利用
します
これからも山の資源の活用に尽力していきます。

名古屋港木材倉庫は平成22年より山の資源である
「間伐材」を用いた事業を展開しはじめました
収集した木材は梱包材・パルプチップに再生利用
します
これからも山の資源の活用に尽力していきます。

※詳しくはお電話にてお問い合わせください。名古屋港木材倉庫株式会社　☎052(611)0311
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集材担当：野間隆宏　☎090(3567)8858／現地連絡先：後藤　齊　☎090(4447)0288

個人山主の方個人山主の方
丸太の買取を
行いますいます

個人山主の方
丸太の買取を
行います

　興味のある方は是非見学に来てください。

2019年
買取日：６月23日　７月７日　７月21日　８月４日　８月18日
　　　　　 (上記の指定日曜日だけ買取を行います)
時　間：９時～正午　13時～14時
場　所：北設楽郡設楽町東納庫字ムカイ山16番
　　　　㈱東海木材相互市場「サテライト名倉」内の
　　　　エコワールド名倉

（軽トラ搬入限定）
製材向け丸太：6,000円/トン
樹種：杉、桧、サワラ
※長さ2,300㎜
末口直径14㎝以上の直材

木材とは木の幹部分
（丸太）で枝葉根は買
い取りません。

チップ向け丸太：3,000円/トン
樹種：柿、イチョウ以外何でも
長さ１ｍ以上　
末口直径５㎝以上

※道路交通法上車両の長さの1/10を加えた長さまでしか
　積載できません。法令順守でお願いします。
　一部の軽トラックメーカーによっては2,270㎜までしか
　積載できません。その場合は2,270㎜でも購入します。

蒲郡市
海　水　浴　場

豊根村
夏の茶臼山高原まつり

蒲郡市
蒲 郡 ま つ り

設楽町
奥三河まんぷく祭

東栄町
山フェスin東栄町

新城市
新城納涼花火大会

豊川市 
豊川手筒まつり

田原市
トライアスロン
伊 良 湖 大 会

豊橋市
炎　の　祭　典

東栄町
星空おんがく祭2019
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コミュニティ春まつりを　　　
　　　　　　　　開催しました

　５月11日（土）、役場前広場で、田口地区

コミュニティ推進委員会が「コミュニティ春

まつり」を開催しました。

　町内外の団体、商店による出店が並び、

じゃんけん大会やビンゴゲーム、餅投げ大

会などが行われました。また、特設ステー

ジでは、大正琴の演奏や設楽武将ッ隊、ク

マタカレンジャーのショーが行われたほか、

とましーなちゃんもかけつけ会場を盛り上

げました。

問い合わせ先 田口地区コミュニティ推進委員会

夏目忠士　☎（６２）００７１

問い合わせ先 奥三河アートフェスティバル実行委員会

後藤郁夫　☎（６２）０６８７

　４月26日（金）・５月３日（金・祝）・４日（土・祝）、名倉体育館と名倉小学

校まるねホールをメイン会場に、第19回奥三河アートフェスティバルが多

くの地元の方の支援により開催されました。

　恒例のイベントで、リピート客が多く、

今回も約2,000人の来場客でにぎわいました。

今回は、人形劇団「ぽけっと」による人形劇

が行われたほか、プロ・アマを問わない町

内外の10団体と、個人による絵画などの展

示と販売がありました。また、木工、とん

ぼ玉、陶芸、絵手紙、柿渋染め、ブリザー

ドフラワー、まゆ花などの体験コーナーが

人気を集めていました。

奥三河アートフェスティバルが
　　　　　　　開催されました
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　旧津具地区の行政相談委員として、新たに佐々木輝さんが総務省から行政相談委員に委嘱さ

れ、旧設楽地区の行政相談委員には、片桐洋人さんが再任されました。

　また、平成30年度末で旧津具地区の行政相談委員を退任された佐々木義典さんには総務大臣

から、平成27年度から業務に尽力されている片桐さんには中

部管区行政評価局長から、感謝状が贈呈されました。

　行政相談委員は、国の仕事やサービス、手続きなどで「どこ

に相談してよいか分からない」、「こうしてほしい」といった意

見、要望などがあった場合に、国民と行政とのパイプ役とな

る民間有識者が総務大臣から委嘱されます。

　相談の受け付けは、年８回開催の心配ごと相談会に合わせ、

行政相談の定例相談所を開設していますので、お気軽にお立

ち寄りください。

行政相談委員を紹介します

　退任された佐々木義典さん（写真中央）

　５月19日（日）、つぐ高原グリーンパークで、

第13回したら森林まつりが開催されました。

新緑が美しく、冷涼な気候のなか、ゲームや丸

太を使った競技などが行われ、来場した人たち

は木との触れ合いを楽しんで

いました。

第13回したら森林まつりが開催されました

　５月17日（金）、ふれあい広場で、第33回豊橋

市・設楽町高齢者ゲートボール交歓会が開催され

ました。両市町から８チームずつ、計16チームが

参加し、熱戦が繰り広げられました。

　結果は次のとおりです。

　優　勝　本　町（設楽町）

　準優勝　太田口（設楽町）

　第３位　栄　町（設楽町）

豊橋市・設楽町高齢者ゲートボール交歓会

総務課　☎（６２）０５１１問い合わせ先

　

片
桐　

洋
人
さ
ん

︵
旧
設
楽
地
区
︶

　

佐
々
木　

輝
さ
ん

︵
旧
津
具
地
区
︶

も　り
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一
般
不
妊
治
療
費
を　
　

　
　
　
　
　

助
成
し
ま
す

　

町
で
は
、
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
た

い
と
い
う
希
望
を
持
ち
な
が
ら
も
、
子

ど
も
が
で
き
な
い
夫
婦
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
者

申
請
時
点
で
、
戸
籍
上
の
夫
婦
で
あ
っ

て
、
両
方
ま
た
は
い
ず
れ
か
一
方
が

設
楽
町
に
住
所
が
あ
り
、
産
婦
人
科

ま
た
は
泌
尿
器
科
に
お
い
て
不
妊
症

と
診
断
さ
れ
、
一
般
不
妊
治
療
を
受

け
た
方

○
所
得
制
限

夫
婦
の
前
年
所
得
金
額
の
合
計
が
７

３
０
万
円
未
満

○
助
成
額

一
般
不
妊
治
療
に
要
し
た
自
己
負
担

額
の
１
／
２
以
内
の
額
で
、
上
限
15

万
円
以
内

○
助
成
期
間

助
成
を
開
始
し
た
診
療
月
か
ら
２
年
間

○
問
い
合
わ
せ
先

　

し
た
ら
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎︵
６
２
︶０
９
０
１

制
作
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
様
か
ら
愛
知
高
原
・
奥

三
河
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
方
法
は
公
式
Ｈ
Ｐ
フ
ォ

ー
ム
と
ハ
ガ
キ
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
［
メ
〜
テ
レ
愛
知
高
原
・
奥
三
河
ベ
ー

ス
］公
式
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
↓﹁
は
な

わ
さ
ん
と
一
緒
に
愛
知
高
原
・
奥
三

河
の
唄
を
作
ろ
う
! !
﹂応
募
フ
ォ
ー
ム

　

か
ら︵﹁
あ
い
ち
住
チ
ュ
ー
ブ
﹂で
検
索
︶

②
ハ
ガ
キ
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
入
し
て
、

こ
ち
ら
の
宛
先
ま
で

〒
４
６
０
ー
８
３
１
１　

名
古
屋
市
中

区
橘
２
ー
10
ー
１　

メ
〜
テ
レ
営
業

局
内﹁
は
な
わ
さ
ん
と
一
緒
に
愛
知
高

原
・
奥
三
河
の
唄
を
作
ろ
う
﹂
係
宛

詳
し
く
は［
メ
〜
テ
レ
愛
知
高
原
・
奥

三
河
ベ
ー
ス
］公
式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※

愛
知
高
原
・
奥
三
河
エ
リ
ア
：
岡
崎

市︵
額
田
地
区
︶
、
豊
田
市︵
旭
、
足
助
、

稲
武
、
小
原
、
下
山
、
藤
岡
の
各
地

区
︶、
新
城
市
、
設
楽
町
、
東
栄
町
、

豊
根
村

○
問
い
合
わ
せ
先

メ
〜
テ
レ
営
業
局
内﹁
は
な
わ
さ
ん
と

一
緒
に
愛
知
高
原
・
奥
三
河
の
唄
を

作
ろ
う
﹂係

☎
０
５
２︵
３
２
２
︶７
１
２
４

﹁
小
規
模
な
飲
食
店
に
も
消
火
器
﹂

　
　
　
　
　
　
　

の
設
置
義
務
化

　

平
成
28
年
12
月
22
日
に
新
潟
県
糸
魚

川
市
の
ラ
ー
メ
ン
店
に
お
い
て
発
生
し

た
火
災
は
、
大
型
コ
ン
ロ
の
消
し
忘
れ

に
よ
り
出
火
し
、
広
範
囲
に
焼
損
が
及

ん
だ
非
常
に
大
規
模
な
火
災
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
火
災
を
踏
ま
え
、
総
務
省

消
防
庁
で
は
、
飲
食
店
な
ど
の
コ
ン
ロ

火
災
の
危
険
性
を
鑑
み
、
消
防
法
施
行

令
を
平
成
30
年
３
月
28
日
に
改
正
し
、

火
を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具
を
設

け
た
飲
食
店
な
ど
に
お
い
て
は
、
原
則
、

延
べ
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
消
火
器
を
設

置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

消
防
法
令
の
改
正
と
消
火
器
の
設
置
義
務

　

今
回
の
消
防
法
令
の
改
正
は
、
今
年

の
10
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
、
消
火
器

の
設
置
に
か
か
わ
る
規
制
の
対
象
に
延

べ
面
積
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の

飲
食
店
な
ど
も
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

火
を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具
と
は…

　

今
回
の
消
防
法
令
の
改
正
に
よ
る
火

を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具
と
は
、

調
理
を
目
的
と
し
て
、
コ
ン
ロ
、
グ
リ

ル
な
ど
火
を
使
用
す
る
も
の
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の
装
置
が
あ
れ

ば
消
火
器
の
設
置
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

・
調
理
油
過
熱
防
止
装
置

・
自
動
消
火
装
置︵
火
災
を
感
知
し
消
火

薬
剤
で
自
動
消
火
す
る
も
の
︶

・
そ
の
ほ
か
の
危
険
な
状
態
の
発
生
の

防
止
と
発
生
時
に
お
け
る
被
害
を
軽

減
す
る
安
全
機
能
を
有
す
る
装
置

　

︵
例
：
圧
力
感
知
安
全
装
置
︶

※

立
ち
消
え
防
止
安
全
装
置
は
、
火
災

発
生
時
に
お
け
る
被
害
を
軽
減
す
る

装
置
と
な
ら
な
い
た
め
、
免
除
要
件

に
該
当
し
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
５
３
６︵
２
２
︶４
８
０
２

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

﹁
朝
か
ら
い
き
い
き　

ラ
ジ
オ
体
操
﹂を　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　

体
を
動
か
す
気
持
ち
よ
さ
を
体
感
し
、

早
起
き
の
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
に
、
い
き
い
き
し
た
ら
計
画﹁
朝

か
ら
い
き
い
き
ラ
ジ
オ
体
操
﹂を
実
施
し

ま
す
。
清
々
し
い
夏
の
朝
、
み
ん
な
で

一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
時

　

７
月
20
日
(土)　

６
時
30
分
〜
７
時

○
場
所︵
カ
ッ
コ
内
は
雨
天
時
︶

　

設
楽
町
役
場
駐
車
場

︵
設
楽
町
役
場
入
口
屋
根
下
︶

　

清
嶺
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

︵
清
嶺
小
講
堂
︶

　

田
峯
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

︵
田
峯
小
講
堂
︶

　

名
倉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

︵
名
倉
体
育
館
︶

　

津
具
総
合
支
所
駐
車
場

︵
津
具
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
︶

※

当
日
午
前
５
時
現
在
、
設
楽
町
域

に
暴
風
・
大
雨
の
い
ず
れ
か
の
警

報
が
発
令
さ
れ
て
い
た
場
合
は
中

止
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

し
た
ら
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎︵
６
２
︶０
９
０
１

﹁
愛
知
高
原
・
奥
三
河
の
唄
﹂を　

　
　
　
　
　
　
　
　

作
ろ
う
！

　

愛
知
県
で
は
愛
知
高
原
・
奥
三
河
の

活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
芸
人
の
は
な

わ
さ
ん
監
修
の
地
元
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｐ
Ｒ

ソ
ン
グ﹁
愛
知
高
原
・
奥
三
河
の
唄
﹂を
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ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？　
　

　
　
　
　
　

検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
・
詐
欺
・
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
加
害
者

を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

不
満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
、
検
察

審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
検
察
審
査
会
は
、

選
挙
権
を
有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら

﹁
く
じ
﹂で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査

員
が
、
検
察
官
が
加
害
者
を
起
訴
し
な

か
っ
た
こ
と
の
良
し
あ
し
を
審
査
し
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
豊
橋
検
察
審
査
会
事
務
局

　
︵
名
古
屋
地
方
裁
判
所
豊
橋
支
部
内
︶

　
☎
０
５
３
３︵
５
２
︶３
２
８
３

自

衛

官

募

集

案

内

　
自
衛
隊
で
は
、
来
春
の
入
隊
者
を
各

種
採
用
コ
ー
ス
に
て
幅
広
く
募
集
し
て

い
ま
す
。

○
募
集
内
容

⑴
種
目
　

　
ア
　
航
空
学
生

　
イ
　
一
般
曹
候
補
生

　
ウ
　
自
衛
官
候
補
生

⑵
応
募
資
格

　
ア
　
航
空
学
生

　
　
空
自
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男
女

　
　
海
自
：
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
男
女

︵
令
和
２
年
３
月
に
高
卒
又
は
高
専

　
３
年
次
修
了
者
︵
見
込
み
含
む
。
︶︶

　
イ
　
一
般
曹
候
補
生

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

　
ウ
　
自
衛
官
候
補
生

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

⑶
受
付
期
間
と
試
験
期
日

※

自
衛
官
候
補
生
試
験
期
日
で
令
和
２
年

３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
は
９
月
16

日
以
降
に
行
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
豊
川
地

域
事
務
所

☎
０
５
３
３︵
８
５
︶２
４
１
１

﹁
と
よ
は
し
若
者
サ
ポ
ー
ト　

　
　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
の

　
　
　

出
張
相
談
に
つ
い
て

　
若
者
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る
﹁
と

よ
は
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂

︵
厚
生
労
働
省
委
託
︶が
、
毎
月
第
１
、

第
３
の
水
曜
日
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

内
で
、　”思
う
よ
う
に
就
職
が
決
ま
ら
な

い
　　”誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い

な
ど
の﹁
就
活
な
ん
で
も
相
談
﹂を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
15
歳
〜
39
歳
の
仕
事
に
つ

い
て
い
な
い
方
で
、
受
付
時
間
は
14
時

30
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で
で
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
と
よ
は
し

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
お
問

﹁
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ　　

　

２
０
１
９
﹂い
よ
い
よ
開
幕
！

　
３
年
に
一
度
の
国
際
芸
術
祭
、﹁
あ
い

ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
９
﹂が
８
月

１
日
か
ら
開
幕
し
ま
す
。
今
回
は﹁
情
の

時
代
﹂と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
国
内
外

か
ら
80
組
以
上
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集

結
。
国
際
現
代
美
術
展
、
映
像
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
や
音

楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
楽
し
め
る
ほ
か
、

ま
ち
な
か
で
の
作
品
展
示
や
ラ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ
と
も
大
き
な

特
色
。
今
回
は
豊
田
や
四
間
道
・
円
頓

寺
が
新
た
な
会
場
に
。
お
得
な
前
売
券

︵
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
パ
ス
／
フ
リ
ー
パ
ス
︶も
絶

賛
発
売
中
！

　
詳
細
は
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト︵h

ttp
://

aich
itrien

n
ale.jp

/

︶を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
テ
ー
マ

　
情
の
時
代
　T

a
m

in
g
 Y

/O
u
r P

a
ssio

n

○
芸
術
監
督

　
津
田
　
大
介︵
つ
だ
　
だ
い
す
け
︶

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト

○
会
期

　
８
月
１
日

（木）
〜

10
月
14
日

（月）
・

（祝）︻
75
日
間
︼

○
主
な
会
場

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
、
名
古
屋

市
美
術
館
、
名
古
屋
市
内
の
ま
ち
な

か︵
四
間
道
・
円
頓
寺
︶、
豊
田
市︵
豊

田
市
美
術
館
と
豊
田
市
駅
周
辺
︶

○
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
実
行
委
員

　
会
事
務
局

　
☎
０
５
２︵
９
７
１
︶６
１
１
１

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

と
よ
は
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
５
３
２︵
４
８
︶７
８
０
８

小
笠
原　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
第
７

回
小
笠
原
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
小
笠
原
諸
島
父
島
を
舞
台
に
、

全
国
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
父

島
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
囲
ま
れ
た
バ
ン
ガ

ロ
ー
で
自
炊
生
活
を
共
に
し
な
が
ら
、

海
や
山
の
自
然
体
験
活
動
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
し
ま
す
。

○
期
間

　
８
月
16
日

（金）
〜
22
日

（木）
　
６
泊
７
日

※

名
古
屋
以
西
︵
関
西
、
中
国
、
四
国
、

九
州
︶、
北
東
北
、
北
海
道
地
区
は
、

８
月
15
日

（木）
〜
８
月
22
日

（木）
の
７
泊

８
日
に
な
り
ま
す
︵
東
京
１
泊
︶
。

○
場
所

　
東
京
都
小
笠
原
村
父
島

○
定
員

　
25
名
　
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

○
締
切

　
７
月
19
日

（金）

○
そ
の
ほ
か

参
加
費
、
出
発
地
な
ど
の
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
０
３︵
６
４
１
７
︶９
７
２
１

 

種
　目 

試
験
期
日 

受
付
期
間

 
 

 

７
月
１
日
〜

 

航
空
学
生 

９
月
16
日

 
 

 

　
９
月
６
日

 

一

般

曹 

９
月
20
日
〜
22 

７
月
１
日
〜

 

候

補

生 

日
の
う
ち
１
日 

　
９
月
６
日

 

自

衛

官

候 

受
付
時
に
お
知 

年
間
を
通
じ

 

　補
生︵
男
女
︶ 

ら
せ
し
ま
す
　 

て
受
付
　
　

“

“



12

　風しんは発熱と発しんを主な症状とし、飛沫（唾液のしぶき）などによって人から人にうつる、

感染力が強い病気です。2018年７月以降、風しんの患者数が増加しており、患者の中心は30代か

ら50代の男性です。妊娠早期の妊婦が感染すると、赤ちゃんが先天性風しん症候群（眼や耳、心臓

に障害が出ること）になる可能性があります。また軽症〜無症状でも人にうつすことがあるため、

感染を拡大させないためには、社会全体が免疫を持つこと（＝抗体保有率が高いこと）が重要です。

　風しんの公的な予防接種を受ける機会がなかった昭和37年４月２日から昭和54

年４月１日までの間に生まれた男性（以下「対象者」といいます。）は、抗体保有率が

他の年代に比べて低く（約80％）なっています。

　この事業は、対象者の方に対して、2022年３月末までの期間限定で、風しんの抗体検査と予

防接種が無料で受けられる制度です。

　今年は昭和47年４月２日〜昭和54年４月１日生まれの男性に抗体検査が受けられるクーポン

券を送付しました。残りの対象者の方に対しては、来年度以降クーポン券を送付しますが、今

年抗体検査を希望される場合は、したら保健福祉センターへご連絡ください。

　＊詳細は対象者の方に送付しました案内をご覧ください。

問い合わせ先　　したら保健福祉センター　☎（６２）０９０１

　当センターでは、健康相談を随時実施しています。電話で予約をお願いします。

大人の風しんを防ごう大人の風しんを防ごう
生まれてくる赤ちゃんのために生まれてくる赤ちゃんのために
大人の風しんを防ごう
生まれてくる赤ちゃんのために

『風しんの発生とまん延を予防するための事業のお知らせ』

緊急風しん抗体検査等事業

　今年度より、風しんワクチン接種助成の対象を妊娠を予定または希望する

女性とその配偶者（事実婚を含む。）などの同居者（昭和37年４月２日から昭和

54年４月１日までの間に生まれた男性を除く。）に拡大しました。

　また、県の事業である風しん抗体検査についても、上記と同様に対象者が拡大されましたが、

出産経験がない方、風しんの予防接種を受けたことがない方などの条件があります。助成を希

望する場合は、新城保健所、もしくは、したら保健福祉センターへご相談ください。

風しんワクチン接種費用助成事業

職場等の健診で一緒に
検査できます
職場等の健診で一緒に
検査できます
職場等の健診で一緒に
検査できます
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設
　
楽

警
察
署

だ
よ
り

免

許

更

新

の

案

内

　
守

る

人

に

な

る

〜
　警
察
官
・
警
察
職
員
募
集
　〜

　
警
察
官
・
警
察
職
員
は﹃
県
民
の
安

全
と
安
心
を
守
る
﹄た
め
に
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

◇
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
地
域
に
密
着

し
た
活
動
で
県
民
を
守
る
。
　
　

◇
犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
、
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で

県
民
を
守
る
。

◇
地
道
な
捜
査
で
事
件
を
解
決
し
、

被
疑
者
を
検
挙
す
る
こ
と
で
県
民

を
守
る
。

◇
交
通
指
導
や
取
締
り
な
ど
に
よ
っ

て
交
通
事
故
か
ら
県
民
を
守
る
。

◇
災
害
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
テ
ロ
・

ゲ
リ
ラ
な
ど
か
ら
県
民
を
守
る
。

　
部
署
に
よ
っ
て
役
割
は
異
な
り
ま

す
が
、
全
て
の
業
務
が
県
民
を
守
る

■
優
良
運
転
者
講
習
の
方

…

更
新
手
続
き
の
日
に
、
警
察
署
内
で
講

習
受
講
後︵
30
分
程
度
︶交
付
さ
れ
ま
す
。

■
一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

…

更
新
手
続
後
に
講
習
日
を
指
定
し
ま
す

の
で
、
そ
の
講
習
を
受
講
後
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

※

高
齢
者
運
転
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、

更
新
手
続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　

設
楽
警
察
署
交
通
課　

☎︵
６
２
︶０
１
１
０

こ
と
に
つ
な
が
る
と
て
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
。

　
愛
知
県
警
は
、
我
々
と
一
緒
に
汗

を
流
し
て
く
れ
る
若
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◎
第
２
回
警
察
官︵
Ａ
︶︵
Ｂ
︶採
用
・

第
２
回
警
察
職
員
採
用
試
験
の
受

験
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す

　
受
付
期
間
・
受
験
資
格
・
試
験
日

程
・
給
与
な
ど
に
つ
い
て
は
、
設
楽

警
察
署
ま
た
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

︻
採
用
セ
ン
タ
ー
直
通
電
話
︼

　
☎
０
５
２︵
９
６
１
︶１
４
７
９

︻
愛
知
県
警
察
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︼

　h
ttp://w

w
w
.pref.aich

i.jp/police/

︻
愛
知
県
警
察
ツ
イ
ッ
タ
ー
︼

　@
A
P
_
sa
iy
o

︻
愛
知
県
警
察
本
部
採
用
セ
ン
タ
ー　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠

︼

　ID
:su

m
5
5
5
8
x

田
口
高
校
か
ら

こ

ん

に

ち

は

　

離
任
式

　
４
月
19
日
㈮
、

離
任
式
を
行
い

ま
し
た
。
本
年

度
は
長
く
田
口

高
校
に
勤
め
ら

れ
た
次
の
先
生

方
が
離
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
竹
　
慶
明︵
校
長
・
定
年
退
職
︶

　
加
藤
　
亮
吉︵
英
語
・
新
城
有
教
館
高
︶

　
柴
田
　
文
寛︵
国
語
・
豊
川
工
業
高
︶

　
河
合
　
純
子︵
主
査
・
定
年
退
職
︶

　

見
学
旅
行

　
　

︵
進
学
コ
ー
ス
・
就
職
コ
ー
ス
︶

　
４
月
18
日
㈭
、
３
年
生
全
員
︵
42
名
︶
が
進

路
実
現
に
向
け
て
意
識
を
高
め
る
た
め
、
見

学
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。
進
学
コ
ー
ス
は

愛
知
県
立
大
学︵
長
久
手
市
︶、
中
部
大
学︵
春

日
井
市
︶を
見
学
し
ま
し
た
。
就
職
コ
ー
ス
は

新
城
公
共
職
業
安
定
所
で
就
職
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
大
森
木
材
株
式
会
社
、
株
式

会
社
ア
イ
デ
ン
、
共
和
レ
ザ
ー
株
式
会
社︵
い

ず
れ
も
新
城
市
︶
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練︵
地
震
︶

　
５
月
23
日
㈭
、
第
１
回
避
難
訓
練︵
地
震
︶

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
大
規
模
地
震
の

発
生
を
想
定
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
ど
う

判
断
し
て
行
動
す
る
か
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。

　
山
嶺
教
室

の
生
徒
の
み

な
さ
ん
と
と

も
に
、
真
剣

に
取
り
組
み
、

昨
年
よ
り
も

短
時
間
で
避

難
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

地震発生直後、机の下にもぐり
落下物から身を守ります

左より柴田、河合、大竹、加藤の先生方

大森木材㈱にて

愛知県立大学にて



　「設楽町省エネルギー及び再生可能エネル

ギー基本条例」の理念に基づき、持続可能な

社会づくりを目指しましょう。
リリユース 広場の

譲りたいもの　〜募集中〜

譲ってほしいもの

　・レゴ・ブロック（一般サイズ）

※上記の品物を譲り受けたい方、譲りたい方は、企画ダム対策
　課へご連絡ください。また、設楽町ホームページに品物の写
　真を掲載していますので、そちらもご覧ください。

　　問い合わせ先　企画ダム対策課　☎（６２）０５１４

役場の再生エネルギー発電量役場の再生エネルギー発電量役場の再生エネルギー発電量

町民カレンダー町民カレンダー町民カレンダー月

July

77

　５月分 1,606(kWh)

令和元年の累計 9,285(kWh)

↑
およそ５世帯１か月分の電力量です！

14

海の日

1 2 3

8 9 10

54 6

7

15 16 17

1211 13

14

22 23

29 30 31

24

1918 20

21

奥三河まんぷく祭

スポーツ教室 職業巡回相談
乳幼児相談

（つぐ）
スポーツサークル

ちびリンピック
蟹江町生涯学習
まちづくり推進
町民大会

東三河消費生活
設楽相談室
スポーツサークル
名倉保育園園庭
開放

予防接種
スポーツサークル

スポーツサークル
清嶺保育園園庭
開放

予防接種
スポーツサークル
津具保育園園庭
開放

すくすく広場

食・サポクラブ
田口宝保育園園
庭開放

成人心理相談

ウイークエンド
サークル空手道

朝からいきいき
ラジオ体操

田口高校お仕事
フェア

楽楽クッキング
（したら）

リトミック

奥三河まんぷく祭
ウイークエンド
サークル空手道

2625 27

28

日 sun 月mon 火 tue 水 wed 木 thu 金 fri 土



つ　ぐつ　ぐ

診療所診療所

つ　ぐ

診療所

 診 療 時 間 月 火 水 木 金

 午前 ９時～正午 □ ◯ ◯ ◯ ◯

 午後 14時～17時 □ ◯  ◯ ◯

15 広報したら／令和元年７月号 No.164

口 座 振 替

人口 4,769人 (−15)

　男 2,307人 (−8)

　女 2,462人 (−7)

世帯 2,155戸 (−5)

転入 4人

転出 10人

出生 0人

死亡 9人

設楽町の人口
（６月１日現在）（前月比） ５月届出分 令和元年度の累計

26人

29人

1人

28人 交通事故　５月分

ゴ　　ミ　５月分

犯罪発生状況　５月分

発生件数

死　　者

負 傷 者

処 理 量

　　◎刑法犯総数

　　　　窃盗犯

　　　（振り込め詐欺）

　　◎刑法犯総数

　　　　窃盗犯

　　　（振り込め詐欺）

令和元年の累計

１件（　　　　１件）

１件（　　　　１件）

０件（　　　　０件）

１件（　　　　２件）

１件（　　　　２件）

０件（　　　　０件）

２件（　　　　７件）

０人（　　　　０人）

２人（　　　　９人）

１３８ｔ（ ６１９ｔ）

設
楽
町

郡　

内

今月の表紙今月の表紙今月の表紙

〈診療科目〉

　内科・小児科・脳神経外科

※整形外科に関する診療を希望

　される方はご連絡ください。

〈問い合わせ先〉

　☎（８３）３００１

月曜日

水曜日

木曜日

田口地区（栄町・本町・萩平・太田口）、

やすらぎの里、神田、平山、清崎、

田内（旧国道沿い）、竹桑田、津具地区

奴田、和市、荒尾、小塩、清崎、田内、田峯、

栗島、折立、笠井島、小松、長江

田口地区（栄町・本町・萩平・太田口）

名倉地区（清水、川口、貝津田、湯谷、大平、

東部、南）、津具地区

特
別
収
集

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

白
色
ト
レ
ー

使
用
済
み
乾
電
池

毎 月 第 １ 火 曜 日 名倉・津具地区を除く全域

毎 月 第 ４ 火 曜 日 名倉

 ※沖ノ平・駒ヶ原は第２木曜日、裏谷はゴミ収集日

毎 月 第 ３ 火 曜 日 津具地区

毎月第１・３木曜日 宇連・松戸

毎月第２・４木曜日 沖ノ平・駒ヶ原

毎 月 第 ４ 水 曜 日 西川・桑平

　　　※裏谷は連絡があったら収集します。

ゴミの収集日

　５月19日（日）、したら森林まつりが開催

されました。

　高さ約４メートルの「やぐら餅つき」では、

来場者が協力してロープをひっぱり杵を上

下させて数十人分の餅をつきました。

■町民税・県民税

■国民健康保険料

■水道料

■農業集落排水施設

　　　　　　使用料

■保育料

■町営住宅使用料

■後期高齢者

　　　　医療保険料

７月１日㈪
振替日

■固定資産税

■国民健康保険料

■水道料

■農業集落排水施設

　　　　　　使用料

■保育料

■町営住宅使用料

■後期高齢者

　　　　医療保険料

７月31日㈬
振替日

※受付時間は診療時間の30分前

□４月から月曜日のみ10時〜正午、13時〜16時に変更しました。
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TEL 0536（62）0514 FAX 0536（62）1675 http://www.town.shitara.lg.jp/
●広報したらについてご意見、ご感想をお寄せください。 企画ダム対策課 内線：141 メール：kikaku@town.shitara.lg.jp

「
広
報
し
た
ら
」
は
環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

発行日／2019年６月15日No.164 発行／設楽町役場 編集／企画ダム対策課 〒441-2301 愛知県北設楽郡設楽町田口字　前14番地

今月は　　　　
　元　気　人

　設楽町の産業を盛り上げるために、段嶺

製茶工場では緑茶をはじめ、緑茶・ほうじ

茶などを栽培・製造しています。

　最近は、元地域おこし協力隊杉浦篤さん

の経営する事業所「山の搾油所」と協力して、

田峯のお茶の良さを堪能できる詰め合わせ

パックを作成しました。

　新たな事業者も加わり、より地域のみん

なと助け合いながら、田峯茶を少しでもた

くさんの方々に知ってもらえるよう、今後

も懸命に頑張っていきます。

田峯茶を作る田峯茶を作る

段嶺製茶工場の皆さん段嶺製茶工場の皆さん

田峯茶を作る

段嶺製茶工場の皆さん

　このコーナーでは、新しく地域に来た人（赤ちゃん、新婚さん、移住した人）や、町内で精力的に

活動するグループなどを紹介します。皆さんからの投稿をお待ちしています！

　このコーナーで

は、設楽町内で撮

影した花や風景な

どの自然のほか、

季節の風物詩とな

っているお祭りな

ど、季節を感じる

写真を紹介します。

（過去の写真でも構

いません。）

　写真にタイトル、

撮影日時、撮影場

所、撮影者、コメ

ント（30字程度）を

添えて企画ダム対

策課へお送りくだ

さい。

 皆さんからの投

稿をお待ちしてい

ます！

季節を感じ
る写真

募集中!!

ら

し
た

百
景

【タイトル】キンメイチク（竹）の花

【撮影日時】５月14日

【撮影場所】津具地区

【撮 影 者】今泉　眞一

春

【タイトル】300本のしだれ花桃

【撮影日時】４月21日

【撮影場所】東納庫

【撮 影 者】渡邉　勲

名倉の小池さんが、自宅の畑で育

てた300本の「しだれ花桃」です。

竹の七不思議と言われています、竹の花が

咲きました。

120年に１度咲くと言われています。

竹下　好子
（段嶺製茶工場）

☎090（7026）8783

問い合わせ先

は　はははははは
元　気元 気気元 気元元 気元元 気気気気気気気気気気気　気気気 人人人人人人

　　　
気気気気気気 人人人人人人人人人人気気気 人人人人人人


	sitara164_p01
	sitara164_p02p03
	sitara164_p04
	sitara164_p05
	sitara164_p06
	sitara164_p07
	sitara164_p08
	sitara164_p09
	sitara164_p10
	sitara164_p11
	sitara164_p12
	sitara164_p13
	sitara164_p14
	sitara164_p15
	sitara164_p16

